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魚類組織構成成分の代謝活性の時期的変化-1

ヒメマス組織中の核酸量の変化

井村孝嗣*.斎藤恒行*

Seasonal Variaもionsin出eMe伽bolicActivities of Tissue Consも，itnen旬

of Some Fishes-l 

Ch姐.gesin nucleic acid conten旬 ofsome tissues of kokanee salmon， 
onαYI旬nch悩偽erkαf.ke偽erlyi

Koji 1MURA and Tsuneyuki SAITO 

Abstract 

1. The Be380na.l variaもionsin也6即日，leio制 idcon旬n旬 ofsome蜘8uesof色;he
kokan帥sa.lmonhave been e8七ima'句d.
2. In晶nもiS8uesex晶mined，RNA was ob関，rvedcon旬.iningdecre制，edamounts 
duringも;he8pawning duration. 
3. RNA occurring in色;heliver of femals was foundもoamoun色合'omone and 
a half加古wotimes制 muchω也前 ofmales， but duringも.he日'pawningduraもion，
RNA found in both decrea随 dもoa.n equal level. 
4. On the liver andも.hepyloric c腕 ca，i色waspresumed仏晶もも.hese&駒田l
variations凪 theweigh旬。ftheseもi鴎uesmight be independen色合omぬ.eincreasing 
or decre鋪 ingof也.ecell numbers. 

緒雷

魚類組織中Ie:含まれる代謝活性成分の動的変化は，魚の習性， 生理的条件などに量的にも質的にも

密接な関係をもっ乙とは明らかである。たとえば産卵，魚病などはそれらの生理的な活性に各種の影

響を与えるものである。著者らはまず産卵の問題をとりあげ，生化学的な方法で観察する ζととした。

すなわちヒメマスの筋肉および臓器を用いて，乙の中の RN.A， DNN>， およびヌクレオチドの変化

を6月から産卵期の 11月までにわたり測定し，また消化器官の酵素活性も定量しため。さらにまた北

洋魚のサケ，ニシン， ホッケについて産卵洞瀞と消化酵素活性との関係を摂飼との関係からみて定量

した。本研究ではまずヒメマス各組織の RNA，DNA量についてその時期的変化を比較した。 その

理由は，周知のCとく核酸は蛋白合成Ie:不可欠の物質であるから，核酸の含量を蛋白合成能のパラメ

ーターとして利用し，魚の生理状態あるいは代謝活性といったものを推定するというととは， ある程

度当を得ている ζとと考えられるからである。著者らは ζの考えのもとに数種の魚類の種々の組織に

ついて核酸含量を定量したがの， その中で卵の成熟と肝臓 RNAとの聞に密接な関係があるととを示

唆した。 しかし試料がまちまちであり，個体数も少なかったため明確なデーターを得る乙とができな

傘北海道大学水産学部生側じ学講座

(Lα:boraω1"1/ 01 B伽 kemiB均，F，ωu1.ty01 Fiskeries， Hokkaido University 
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かった。そ ζで今回は産卵という生理状態に注目し，肝臓をはじめ各種組織中の核酸含量が，産卵期

に至るまでにどのように変化するかをみたので報告する。

読料および方法

試料として，北海道さげます卿化場千歳支場で飼育されたヒメマス 2年魚を使用した。採取した試

料の体重，全長および生殖巣の重量は Table1 K.示したとおりである。 11月の試料では卵巣重量と

精巣重量を測定していないが，いずれの個体も腹部を押す ζとによって容易に完熟卵および精子がえ

られるものであった。

方法は Schmidt& Thannhauser>>の核酸分画調製法によった。なお酸可溶物質の除去後，有機溶

媒によってリン脂質の抽出を行なったので Ha1linanのちの報告にもとずいて酸可添物質の除去を
0.8N HCI04で行なった。分画中のリンを Fiske& Subbarowη の方法で定量し，結果を組織 19

中の核酸態リンの μg数で表わした。

Monぬ of曲。

sllompling 

Jun 

Ocも

Nov. 

TlIoble 1. The sta.もeof the働.mples

I B吋 wei桝 I Totllollen.件 I Ov町珊ight I T創出 weight
(g) - (cm) -(g) - (g) 

1mllox. min. me抽|出x.min. m棚 lmllox.min. m叫m阻 min.mellon 
1 加 145

315 105 

1ω126.6 21. 2 

206 I 28. 4 22. 0 

お 61 6. 1 2. 9 4. 1 Iω7.8 10.8 

mlloturing IIond m抗ure

I 39.2 16.5 27.8 I 8.5 4.3 6.4 25.5 ! 
lmmlloture 

|1.6 0.6 0.8 Iω0.1 0.2 

28.81 

結果

肝腺 RNAの含量を Fig.1K.示した。 6月と 10月の試料ではオスとメスの差は明瞭で，メス

はオスに比べかなり多量の RNAを有している。 また 10月tとみられる含量の低いメスの2個体は卵

巣が全く未熟の個体であった。乙の乙とから卵巣の成熟と肝臓 RNAの聞に密接な関係、がある乙とが

推定される。さらに 10月から 11月への約1ヶ月の聞にメスの RNAは急激に減少し，オスと全く同

じレベルになる。一方 DNAの含量を Fig.2K.示したが， オス，メスともに産卵期に近づくにつれ

て減少している。と ζろが肝臓重量の変化は Fig.3K示したとおりで，逆tと産卵期Iと近づくにつれて

増加している。 ζのζとから全組織中の DNA含量は時期を通じてあまり変化しないのであろうとい

う乙とが推定される。 そζで Fig.4K.示したように結果をヒストグラムに表わしてみた。肝臓重量

の変動に比較して，全組織中の DNA含量の時期による変動はないようである。 ζの事実から，産卵

期に至るまでの肝臓重量の増加は，細胞数の増加によるのではなく，細胞の肥大によるものと考えら

れる。

幽門霊:魚が産卵期に至るまでに，その摂飼能力というものは当然変化するものと考えられる。 ζ

ういう観点より，乙の組織中の消化酵素の活性の変化を追跡した研究もあるが，核酸含量tとも変化が

現われるものと推定される。 RNAの定量結果を Fig.5K示したが，産卵期の個体には明らかにRNA

の減少がみられる。また DNA含量は肝臓の場合と同様に組織重量との聞に密接な関係がみられた。
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すなわち Fig.6とFig.7fとみられるように組織重量の減少と対応して DNA含量の増加がみられる。

ζのζとから， DNA含量の増加は組織細胞の萎縮によるものと推定される。

腎61:測定結果をFig.8とFig.9fC示した。オスの変化はあまり顕著ではないが，メスでは RNA.

DNAともに産卵期には減少しているようである。

牌犠 :ζの組織は非常に小きかったので2-3匹分をブ{ルして含量を測定したものもある。 RNA

含量の変化は Fig.10fC示したとおりである。やはり産卵期に近づくにつれて減少する傾向にある。

とくにメスは顕著な減少を示している。一方Fig.llにみられるように DNAについてもメスは減少

しているが，オスではあまり変化がみられないoFig.12 fC示したように重量の変化はメスでは時期に

よる変動はほとんどみられないが，オスでは産卵期に近づくにつれて増加する傾向にある。 さらに全

組織中の DNA含量は肝臓および幽門重と異り，組織重量との相関関係はみられなかった。

心服:乙の組織も 2-3匹分をプールして測定したものもある。 Fig.13. Fig. 14 fC示したように，

RNA， DNAともに徐々に減少しているようであるが，目だつほどの変化はない。

筋肉:頭部のすぐ後の背肉を用いた。結果は Fig.15， Fig. 16 fζ示したとおりであるが， RNAは

オス，メスともに産卵期fC近づくにつれて減少しており， とくにオスとメスの関の差はみられなかっ

た。 DNAは含量が非常に少ないので，時期による差があるのか否か明確でない。
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考察

含量はほとんどの組織において，産卵期には減少する傾向を示している。とくに幽門垂，筋肉では

RNA/DNA比は明らかに減少している。 乙のζとは産卵という現象が母体にかなりの負担をかけて

いる ζとを物語っているし， ζの時期の魚体の生活機能が著しく低下している乙とを示している。ま

た里見ちのは RNA/DNA比は筋肉，血合肉，幽門重，肝臓などで，飼料の蛋白含量IL比例して高い

値となる ζとをニタマスでみているが，著者らも金魚の肝勝臓でほぼ同様の傾向をみたへ とれらの

ζとと上記の RNA含量の低下という ζとを考えてみると， RNA含量の低下は産卵期における魚の

摂飼能力の低下という乙とにもある程度の関連があると考えられる。一方結果でのべたごとしメス

の肝臓は産卵期の1ヶ月前まではオスに比べて約1.5-2倍の RNA含量を有しており， 卵巣の未熟

な個体 (10月に採取し定量を行なった2個体)の肝臓 RNAが正常に成長している個体のそれより

著しく少なかったというととは，卵の成熟に必要なある種の物質の合成IL，肝臓RNAが関与してい

るζとを推定させる。会田ら 1のは卵巣成熟と血清蛋白組成の雌雄差の出現との関係、をアユを用いて

研究し，卵巣成熟11:肝臓が一役かっているらしい ζ とを推定した。 さらに産卵期ILRNA含量がオス

とほぼ同じレベルK低下するという事実は，妊娠中11:増加したラット肝臓RNAが授乳1週のうちに

正常値にもどるというCampbeUら11)の観察と対応して興味ある現象であり，肝臓 RNAの増減は

性ホルモンと何らかの関係をもっているものと考えられる。今後，肝臓 RNAの増減に注目して，

RNAの組成つまり r-RNAや s-RNAなどの増減，および RNA分解酵素の活性レベルの変化を追

求する必要があると考えられる。また DNA含量は肝臓および幽門重では組織重量と密接な関係にあ

り，データーの統計的処理の結果9596の信頼度で，全組織中の DNA含量は時期を通じて変化がな

いζとが推定された。

要約

①ヒメマス各種組織中の核酸含量の時期的変化を測定した。

①測定した全べての組織において，産卵期ILRNAの含量は減少した。

③メス肝臓 RNAの含量はオスのそれの1.5-2倍に達していたが，産卵期にはオスと同じレベル

にまで減少した。

@肝臓と幽門重では， ζれらの組織の重量の変化は細胞数の増減と無関係であるととが推定された。

耐 震事

ヒメマスの採取に御便宜をいたt:いた，北海道立水産購化場中山忠衛氏並ひ・に寺尾俊郎氏と北海道
さげます癖化場千歳支場の方々に厚く御礼申し上げる。

本研究経費の一部は昭和43年度文部省科学研究費によった。
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